
クモ・サソリ類 

キョクトウサソリ科の全種  

アトラクス属の全種 （Atrax 属全種） 

ハドロニュケ属の全種 （Hadronyche 属全種） 

ロクソスケレス・ガウコ （Loxosceles gaucho） 

ロクソスケレス・ラエタ （Loxosceles laeta） 

ロクソスケレス・レクルサ （Loxosceles reclusa） 

ゴケグモ属 （Latrodectus 属） 
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ゴケグモ属の全種（在来種アカオビゴケグモを除く）
（セアカゴケグモ、ハイイロゴケグモ、クロゴケグモ、ジュウサンボシゴケグモ、他）

学名：Latrodectus spp. （ Latrodectus elegans を除く）
（例）セアカゴケグモ Latrodectus hasseltii

ハイイロゴケグモ Latrodectus geometricus 
クロゴケグモ Latrodectus mactans
ジュウサンボシゴケグモ Latrodectus tredecimguttatus        

英名： widow spider
（例）セアカゴケグモ redback widow spider, redback spider
ハイイロゴケグモ brown widow spider
クロゴケグモ black widow spider
ジュウサンボシゴケグモ mediteranean black widow spider

別名・流通名：なし

原産地と分布：原産地は種によって様々であるが、熱帯・亜熱帯を
中心に暖温帯まで広く分布する。

形態的特徴

【ヒメグモ科の特徴】 8眼で、第4脚のふ節に鋸歯状の毛が並ぶことで、他の科のクモと区別される。
【ゴケグモ属の特徴】成体の体長は、オス3.5～6.0mm、メス7.0mm～12.0mm。背甲は卵型で側眼は広く離れる。腹部は
大きな球状。本属は、腹部腹面に赤色の斑紋を持つこと、メスの輸精管とオスの触肢が長く渦巻状という特徴により、ヒメ

グモ科の他の属と区別される。セアカゴケグモは光沢のある黒色を基調とし、腹部背面に赤色の太い縦条がある。ハイイ

ロゴケグモの色彩はさまざまで、腹部背面が真黒のもの、茶色や灰色を基調として斑紋を有するもの、これらの中間のも

のなど変異が多い。ハイイロゴケグモの黒色のものとセアカゴケグモは背面の斑紋で区別できる。いずれの種類も成長

するにつれて色彩が変化する。

分類：クモ目ヒメグモ科

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：ゴケグモ属の全種

セアカゴケグモ・メス ハイイロゴケグモ・メス

谷川明男撮影

腹部は大きな球状

腹部腹面に特徴的な赤い斑紋



類似した種との識別点 在来種の中に背面の斑紋が似た種がいるが、これらの種には腹面の斑紋がないことで区別可能。

特記事項 ：ゴケグモ属は、現在３１種に整理されている。ただし、分類には様々な見解があり、セアカゴケグモやジュウサ

ンボシゴケグモをクロゴケグモの亜種として扱う場合がある。特にオス個体や幼体での種の区別は難しい場合がある。日

本にはセアカゴケグモとハイイロゴケグモが定着している。クロゴケグモは山口県のごく一部で定着している。その他の種

については、日本での定着の報告はない。

咬まれると、痛みやかゆみを感じるとともに、リンパ節が腫れる。通常は、数時間から数日で症状は軽減するが、時に脱

力、頭痛、筋肉痛、不眠などの全身症状が数週間継続することがある。重症例では、進行性の筋肉麻痺が生じる。

オスは3.5～6.0mmと小さく、腹部が細く、頭部の触肢が丸く膨らんでいる。腹部にはメス同様の斑紋を持つが小さいので判別がし
にくい。幼体とオスでは他のヒメグモ科と混同されやすい。また、幼体やオスではしばしば種名の確定が困難なことがある。

セアカゴケグモ・オス（背面） セアカゴケグモ・オス（腹面）

腹部腹面に特徴的な赤い斑紋ハイイロゴケグモ・オス

谷川明男撮影

谷川明男撮影 谷川明男撮影

ムナグロヒメグモ・メス アシブトヒメグモ・メス

丸く膨らんだ触肢


